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◆小項目数は、合計126。 

・教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（56）（教育36、研究8、地域協働12） 

・業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置（24） 

・財務内容の改善に関する目標を達成するための措置（20） 

・自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置（11） 

・その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置（11） 

・福知山市の規則で定める業務運営に関する事項（4） 
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   進捗状況、自己評価をもとに評価を行う。 
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Ⅰ 法人の概要 

 

１ 基本情報 

 

（１）法人名      公立大学法人福知山公立大学 

（２）所在地      京都府福知山市字堀3370番地 

（３）設立団体     福知山市 

（４）設立根拠法    地方独立行政法人法 

（５）設立認可年月日  平成27年11月24日 

（６）設立登記年月日  平成28年4月1日 

（７）資本金      1,469,420,000円 

（８）理事長（代表者） 井口 和起 

（９）法人の目的 

   この公立大学法人は、教育のまち福知山における「学びの拠点」として、地方独立行政法人法に基づき、大学を設置し、及び管理することにより、 

  総合的な知識と専門的な学術を深く教授研究するとともに、地域協働型教育研究を積極的に展開することにより、地域に根ざし、世界を視野に活躍 

  できる高度な知識及び技能を有する人材を育成し、北近畿地域の持続可能な地域社会の形成と地方創生に寄与することを目的とする。 

（10）法人の業務 

   ア 公立大学を設置し、これを運営すること。 

   イ 学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。 

   ウ 法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の法人以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

   エ 地域の生涯学習の充実に資する多様な学習機会を提供すること。 

   オ 公立大学における教育研究成果の普及及び活用を通じ、地域社会及び国際社会に貢献すること。 

   カ 前各号の業務に附帯する業務を行うこと。 

（11）基本理念 

   市民の大学、地域のための大学、世界とともに歩む大学 

 

 

２ 設置する大学の学部学科構成 

 

 

地域経営学科 40人 5人 180人 120人

医療福祉マネジメント学科 10人 2人 74人 28人

50人 7人 254人 148人

※平成28年5月1日現在。平成29年4月より、医療福祉マネジメント学科は医療福祉経営学科と改称している。

地域経営学部

在籍学生数

福知山公立大学

計

大学 学部 学科 入学定員 編入学定員 収容定員
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３ 組織、運営体制 

（１）役員 

   理事長（学長）  井口 和起 

   理事（副学長）  富野 暉一郎 

   理事（事務局長） 山本 裕一 

   理事（非常勤）  嵳峩 賢次※平成28年6月17日まで 

   理事（非常勤）  大槻 秀明 

   理事（非常勤）  新川 達郎 

   監事（非常勤）   松尾 尚昭     

   監事（非常勤）  小嶋 勝 

 

 

 

（２）専任教職員数 

   教員   教授  13人 

        准教授  6人 

        助教   3人 

        計   22人 

   事務職員     13人 

   専任教職員計   35人 

   ※平成28年5月１日現在 

   ※平成28年10月１日より教員（准教授）が1人増員している。 

 

 

 

４ 審議機関 

 （１）経営審議会 

    委員（議長）   井口 和起 

    委員       山本 裕一 

    委員       嵳峩 賢次※平成28年6月17日まで 

    委員       大槻 秀明 

    委員       金田 悦生 

    委員       長坂 勉 

    委員       仁張 直敏 

    委員       村上 裕子 

    委員       和久 明 

 （２）教育研究審議会 

    委員（議長）   井口 和起 

    委員       富野 暉一郎 

    委員       新川 達郎 

    委員       平野 真 

    委員       矢口 芳生 

    委員       石川 一郎 

    委員       河村 能夫 

    委員       坂根 文伸 

    委員       星野 明子 

 
 

５ 組織図（平成28年4月1日現在） 

2



小項目別評価結果一覧

1
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
  １　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置

36
0 3 33

年度計画を大幅
に上回って実施
している（特に
優れる若しくは
顕著な成果があ
る）

年度計画を上
回って実施して
いる（上回る若
しくは十分な実
施）

年度計画を概ね
実施している

大
項
目
番
号

項目 項目数

評価委員会評価結果

評定平均値

5 4 3 2 1

0 0
3.0

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

0 0
3.1

0.0% 8.3% 91.7% 0.0% 0.0%

年度計画を十分
に実施できてい
ない（下回る若
しくは実施が不
十分）

年度計画を大幅
に下回っている

2
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
　２　研究の質の向上に関する目標を達成するための措置

8
0 0 8

1 0
3.1

0.0% 16.7% 75.0% 8.3% 0.0%
3
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
　３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置

12
0 2 9

1 0
3.0

0.0% 0.0% 95.8% 4.2% 0.0%
4 第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 24

0 0 23

2 0
3.0

0.0% 10.0% 80.0% 10.0% 0.0%
5 第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 20

0 2 16

0 0
3.0

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
6 第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置 11

0 0 11

0 0
3.1

0.0% 9.1% 90.9% 0.0% 0.0%
7 第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 11

0 1 10

0 0
3.0

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
8 第14　福知山市の規則で定める業務運営に関する事項 4

0 0 4

4 0
3.0

0.0% 6.3% 90.5% 3.2% 0.0%
合計 126

0 8 114
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小項目数

36

計画の実施状況 評価区分 評価のポイント、委員会確認事項 評価区分

1　現行カリキュラムを見直すとともに、
教育成果の測定方法を検討する。

現行のカリキュラムについてディプロマ・ポリシー、カリ
キュラム・ポリシーに基づいて必要な科目を配置した。教育
の特徴である実践教育の科目を再配置した。
実践教育の科目（基礎力演習Ⅰ・Ⅱ）においては、知識や技
能がどの程度身についたか自己評価する機会を設けた。
学修成果の測定方法は、学修ポートフォリオを活用すること
とし、引き続き検討することとした。

3 3

2　大学の基本理念である地域協働の一環
として、地域の自治体や企業などから講師
を招き、特別講義や講演を実施する。

「公共経営演習Ⅰ・Ⅱ」の科目において、前学期に福知山市
の行政職員13人を招き講義を行った。後学期は北近畿地域で
活躍しているキーパーソンを招聘し、講義を行った。 3 3

3　幅広い視野、豊かな人間性、生きてい
くための総合力(人間力)を涵養するため、
ベーシック（教養科目群）及び実践教育科
目を置く。

平成29年度カリキュラムにおいて、基礎科目に様々な教養科
目（例：教育学、地理学、政治学等）を配置した。教育課程
の再編（カリキュラム変更）にあたっては、教養科目を増や
した（科目数：19科目から23科目に）。また、実践教育科目
（地域経営演習Ⅰ～Ⅳなど）を配置した。

4 4

4　地域における実践力を涵養するため
に、「福知山公立大学開学記念連続講演
会」を開催する（計７回）。

地域社会に貢献する大学の姿勢や大学の持つ人的資源を広く
周知することを目的として開学記念連続講演会を開催した。
9月から12月にかけて、7市町（福知山市、与謝野町、宮津
市、伊根町、綾部市、舞鶴市、京丹後市）で実施した。7地
域で940人の参加があった。 4

年度計画の内容は実施できている。し
かし、福知山公立大学開学記念連続講
演会が主に社会人を対象にしている事
業であり、学生の「教育の質の向上」
にどう繋がったのか関係性が分かりに
くい。
したがって、評価３が相当と判断す
る。

3

5 就業体験を通じて社会を知るためのイ
ンターンシップを実施する。

3年生対象の選択科目「ビジネスインターンシップ」におい
て、地域経営学科の17人（留学生1人除く）全員が受講し、
主に福知山市内の企業や行政機関（合計12機関）で約2週間
の実地研修を行った。医療福祉マネジメント学科について
も、3年生4人全員が福知山市民病院にて病院実習を行った。

3 3

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置

（１）教育の成果に関する目標を達成するための取組

①自由な発想と行動力、分析企画力、実行力、公共マインドの涵養
大学の理念の実現と発展に必要な長期
的な戦略を計画し、地域に根ざし、世
界に通用する高い専門能力と多角的な
視点を持ち、さらに、地域社会の様々
な分野におけるニーズに対応した指導
的役割を果たせる人材を育成するため
の自由な発想と行動力、分析企画力、
実行力、公共マインドを涵養する。

②行動・実践の基盤である生きていくための総合力(人間力)を涵養する教養教育の重視

幅広い視野と豊かな人間性を涵養し、
創造的思考力、課題解決力、協調・協
働力、コミュニケーション力といった
社会人基礎力など、行動･実践の基盤
である生きていくための総合力(人間
力)を涵養するためにインターンシッ
プ等も取り入れた教養教育を実践す
る。

第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

中　期　目　標

教育研究において、地域、自国、そして世界に対する理想を持ち、教養・専門的知識を生涯にわたって学修し、それを実践する力を涵養する。
特に、地域協働型教育研究を通して、創造的思考力、課題解決力、協働・協調力、コミュニケーション力など、社会人に必要となる基礎能力を涵養する。地域社会そ
のものを教育の場としたフィールドワークやインターンシップに主体的に取り組み、地域の人や資源を教材とした教育研究を実践する中で、地域社会が抱える様々な
課題解決に向け、関係者や関係機関等との協議調整、企画立案や提案を行うことができる人材を育て、地域社会に還元する。
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